
冬期間における消防車等の緊急走行にご協力をお願いします�
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〜
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新
年
度
の
子
ど
も
園
入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
保
育
に
欠
け
る
児

童
の
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
又
は
各
子
ど
も
園
に
「

入
所
申
込
書
（
支
給
認
定
申
請
書
）
等
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
保
育
に
欠
け
る
児
童
と
は�

①
両
親
等
が
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

場
合
。�

②
両
親
等
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常

の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
。�

③
親
の
い
な
い
家
庭
。�

④
母
親
が
出
産
前
後
、
病
気
、
心
身
に
障
害

が
あ
る
場
合
。�

※
出
産
の
前
後
と
は
、
妊
娠
、
妊
娠
中
、
出

産
後
間
も
な
い
こ
と
。�

⑤
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
が
あ
り
、
親
が
い
つ

も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
。�

⑥
児
童
の
親
が
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含

む
）
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。�

⑦
児
童
の
親
が
就
学
（
職
業
訓
練
校
等
に
お

け
る
職
業
訓
練
を
含
む
）
の
た
め
、
そ
の

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。�

⑧
火
災
や
風
水
害
地
震
等
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る
場
合
。�

※
①
か
ら
⑦
の
児
童
の
家
庭
で
両
親
以
外
の

人
が
児
童
の
保
育
が
で
き
る
場
合
は
除
か

れ
ま
す
。�
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●
入
所
対
象
児
童�

生
後
３
カ
月
以
上
（
平
成
28
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
児
童
）�

※
保
育
実
施
の
申
込
期
間
は
、
小
学
校
就
学

時
期
に
達
す
る
ま
で
の
保
育
の
実
施
を
必

要
と
す
る
期
間
で
す
。�
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●
年
齢
の
基
準
日�

　
平
成
29
年
４
月
１
日�

●
受
付
期
間�

　
１
月
４
日（
水
）〜
１
月
31
日（
火
）�
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●
受
付
場
所�

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課�

（
フ
ァ
ガ
ス
２
Ｆ
）�

町
内
各
子
ど
も
園�

☆
沢
目
子
ど
も
園
　
☆
塙
川
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ど
も
園�

☆
八
森
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ど
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園�
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●
申
込
書
類�

　
入
所
該
当
児
童
（
平
成
23
年
４
月
２
日
〜

平
成
28
年
12
月
31
日
生
）
の
保
護
者
に
申
し

込
み
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
申
込
書
に
は
必

要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
送
付
さ
れ
る
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

●
入
所
要
否
の
決
定�

　
申
込
書
類
を
調
査
の
う
え
、
後
日
通
知
し

ま
す
。�

�

●
保
育
料�

　
・
３
歳
以
上
児
…
全
額
免
除�

　
・
３
歳
未
満
児
…
半
額
免
除�

※
町
内
在
住
で
町
内
の
施
設
へ
入
所
の
場

合�

　
生
計
主
宰
者
（
保
護
者
）
の
市
町
村
民
税

（
所
得
割
課
税
額
合
算
）
に
よ
る
判
定
と
な

り
ま
す
。�

�

●
問
合
せ
先�

　
八
峰
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課�
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ー
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落雪によるガス漏れ・油流出事故にご注意を！�

　これから本格的な降雪期を迎えるにあたり、屋根からの落雪によるプロパンガスボンベやホ

ームタンクの転倒、配管の損傷による危険物・ガス漏えい事故の発生が心配されます。�

　次の事項に注意し、降雪期における雪害対策をお願いします。�

〈共通〉　・配管の損傷防止やタンク・ボンベの転倒防止を図ること。�

　　　　・雪下ろしの際は、お隣のホームタンクやガス設備にも注意すること。�

　　　　・屋根からの落雪があった時は、一度確認すること。環境部（保健所）等に通報する

こと。�

〈ホームタンク〉�

・万が一流出した場合は、速やかに消防署、警察、市町、保健所等に通報すること。�

・注油や移し替えの際は、その場を離れないこと。�

・残油量は常に確認しておくこと。�

〈ガスボンベ〉�

・緊急時に容器バルブを閉止できるように、ガス設備周りの�

　通路を除雪により確保しておくこと。�

　降雪期を迎え道路の凍結や積雪による交通障害が心配されます。消防

車等の緊急自動車は皆さんのご協力の下に、いち早く現場へ到着するこ

とができます。�

　緊急通報を受けた消防車や救急車は、災害現場へいち早く到着し消火

活動や傷病者を医療機関へ搬送するため、道路の中央部分に車体の全部

又は一部をはみ出して走行することや赤信号の交差点に進入できるなど

の、優先通行が道路交通法で認められています。�

　運転中に緊急自動車が近づいた時は、いち早く災害現場に到着できる

ようご協力をお願いします。�

注意！冬のお風呂の死亡事故�

　近年、入浴中の事故により亡くなられている方は増加傾向にあり、その９割以上が高齢者の

方です。�

　入浴中の事故は冬の寒い時期に多いことから、事故を未然に防ぐため次の点に注意しましょ

う。�

入浴中の事故防止 注意点�

・入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。�

・湯温は41℃以下、湯につかる時間は10分までを目安にしましょう。�

・入浴の前後は、しっかり水分補給しましょう。�

・入浴中は急に立ち上がったりせず、転倒防止に努めましょう。�

・声かけを習慣化し、家族ぐるみで事故を防ぎましょう。�

※体調が悪い、お酒を飲んだ、睡眠薬を飲んだ時は入浴を控えましょう。�

注意事項�

消防署からのお知らせ�

お風呂場でぐったりしている人・溺れている人を発見したら、救急車を！�

■問合せ先　　八峰消防署　　７６－３１１９�


